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みんなで守ろう！
大切ないのち

　毎年、９月１０日から１６日は「自殺予防週間」
です。
　「令和３年人口動態統計月報年報（概数）
の概況」によると、令和３年の全国の自殺者
数は、２万282人で昨年より３9人増えていま
した。自殺者の最も多かった平成１5年の３万
4,427人より１万人以上減っていますが、そ
れでも毎日5６人程度の方が亡くなっているよ
うな状況です。宮崎県では、昨年より１０人減
少し、207人でした。年代別・性別では、男
性は女性の約３倍多く、特に４０代～ 5０代の
男性は昨年より大幅に増加しています。原因・
動機別にみると「健康問題」「経済・生活問題」

「家庭問題」の順になっておりますが４割の
人は原因不詳です。
　一人でも多くの大切な命を守るためには、
私たち一人一人が悩んでいる人に気付き、声
をかけ、話を聞いて、必要な支援につなげる
ことが重要です。
　あなたの周りに気になる人はいませんか？
眠れない、食欲がない、口数が少なくなった
など、あなたの身近な人の様子が「いつもと
違う」と気付いたら、まずは「どうしたの？」
と声をかけてください。本人の気持ちに寄り
添いながら、親身になって、まず話をよく聞
いて、早めに専門家へ相談するよう促しま
しょう。串間市には365日いつでも面談・電
話・メールで相談できる窓口があります。一
人で悩まないで、専門家に話してみませんか。

●相談窓口
　地域生活支援センター「ウィング」（ニシ
ムタN’sシティ串間店前）
　☎71 ‐ 1578 ／ 72 ‐ 4252
　（メール）center-wing@aurora.ocn.ne.jp
●�開設時間＝午前８時～午後５時の時間帯で
365日開設。

　「ＳＯＳの出し方に関する教育」は、子どもが自分から援助
を求める行動が取れるようになり、さまざまな困難・ストレ
スへの対処方法を身につけるための教育です。
　宮崎県が推進しているいのちの教育週間（７月の第１週）
に合わせて、６月28日から７月８日まで市内の９小学校で実
施しました。
　テーマは「命の大切さ」で内容は、
①「いのちについて考えよう」
　一人一人がとても大切な存在　あなたの「いのち」もみん
なの「いのち」も喜ぶような毎日を過ごそう！
②「ＳＯＳのサインを知ろう」
　悲しいこと、不安なことが大きくなりすぎると、体や心に
いろいろな変化が表れるが、それはこころが出している「Ｓ
ＯＳ」のサインかもしれない。
１） 自分のこころがＳＯＳを出したとき
　�　自分なりの対処法で対応できることは大事だが、１番の

おすすめは「相談できる人に話す」
２） 友達が「ＳＯＳ」を出していたら
　　まずは声をかけて、よく話を聞いてあげよう。
　　�「相手の目を見て」「うなずきながら」「ゆっくりと」「寄

り添い」話を聞こう
３） 「ＳＯＳ」が出せないあなたへ
　　「一人で抱え込まないで！」
　電話でもいい、LINEでもいい、
自分の気持ちを外へ出して！
　ワークシートを用いて、自分の
考えを発表しながら、学びを深め
ました。

子どもたちの感想
●�自分が悲しいときや友達が辛

そうなときは、親に相談した
り、友達の話を聞いてあげたり
してあげたいと思いました。

●�「我慢しなくていいんだよ」と
言ってくれたことで少し心が
温かくなった気がしました。こ
れからも友達や自分の周りの
人を大切にしていきたいです。

●�友達が何か困っているのに無
視してしまうことがあるので、
習ったことを生かして助けて
あげたいです。

ＳＯＳの出し方に関する 
教育を開催しました！

　 医療介護課健康増進係☎72 - 0333問
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さ
ま
こ
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ち
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間
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民
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敏
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す
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現
在
通
常
の
診
療
に
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え

て
、
新
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コ
ロ
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ウ
イ
ル
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感
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症
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者

さ
ま
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診
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ど
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懸
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。
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。
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ロ
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打
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こ
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で
今
後
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感
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果
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も
し
く
は
重
症
化
を
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し
て
く
れ

ま
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後
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回
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て
か
ら
３
カ
月
が
目
安

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
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人
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接
種
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す
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調
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回
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食
事
中
は
お
話
を
し
な
い
、
休
憩
時
間
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マ
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で
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だ
さ
い
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ま
た
、

食
後
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一
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。
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今
月
は
健
康
診
断
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

す
。
残
念
な
こ
と
に
串
間
市
は
健
康
診
断

を
受
け
る
方
が
他
の
地
域
に
比
べ
て
少
な
い

の
が
現
状
で
す
。
と
い
う
よ
り
も
、
健
康
診

断
を
受
け
て
い
る
方
は
毎
年
、
元
気
に
受
け

て
、
ま
す
ま
す
元
気
に
人
生
を
過
ご
し
て
お

ら
れ
ま
す
。
健
康
診
断
を
受
け
て
い
な
い
方

は
、
あ
る
日
突
然
体
に
不
調
を
き
た
し
、
病

院
受
診
し
た
と
き
に
は
手
が
付
け
ら
れ
な
い

よ
う
な
重
病
人
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い

印
象
を
受
け
ま
す
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医
療
費
も
健
診
を
受
け

て
い
る
方
と
受
け
て
い
な
い
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で
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全
く
違
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ま
す
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ぜ
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に
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回
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康
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受
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康
診
断
を
受
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決
め
ら
れ
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す
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漁
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な
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の
方
と
、
主
婦
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定
年
退
職
後
の

方
で
す
。
定
年
退
職
後
の
男
性
で
健
診
を
受

け
な
く
な
っ
た
２
～
３
年
後
に
大
き
な
病
気

に
か
か
ら
れ
る
こ
と
も
よ
く
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
今
ま
で
健
康
診
断
を
受
け
て
い
る
方
は
、

こ
れ
か
ら
も
、そ
し
て
受
け
て
こ
ら
れ
な
か
っ

た
方
は
今
年
か
ら
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。
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梗
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が
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指
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膜
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頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
頸

動
脈
エ
コ
ー
検
査
）

・�

骨
粗
し
ょ
う
病
予
防
健
診（
骨
密
度
測
定
）
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肺
年
齢
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ど
を
串
間
市
民
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院
で
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す（
た
だ
し
、
オ
プ
シ
ョ
ン
項
目
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
）。
ぜ
ひ
40
、
50
、
60
、
70
歳

の
人
生
の
節
目
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
健
診

以
外
の
項
目
で
も
内
科
で
行
う
検
査
も
あ
り

ま
す
の
で
詳
し
く
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
健
診
を
受
け
た

後
の
対
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で
す
。
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過
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過
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せ
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に
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は
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タ
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で
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援
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ま
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。
こ
れ
か
ら
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よ
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し
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お
願
い
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た
し
ま
す
。
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 敏
とし

治
はる

先生
串間市民病院長、医学博士・内科医・産業医・公認心理師・ 
労働衛生コンサルタント・農作業安全アドバイザー

【略歴ならびに活動内容】
1962年串間市生まれ。1989年宮崎医科大学卒業。
1994年から３年間ハーバード大学医学部で研究。
1999年串間市民病院内科部長、2002年宮崎大学准教授、 
2013年宮崎県立看護大学・大学院教授、2020年４月から現職

年１回の健康診断を
受けましょう！
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